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要旨
　本研究の対象となる認定こども園４歳児クラスでは、その後半期の遊び場面において、仲間との同

調的な遊びから仲間との目的志向的な遊びへと発展させていくことを実践課題としている。そこで本

研究では、製作コーナーを基盤にした４歳児クラスの保育実践およびその観察記録から、保育環境と

しての製作コーナーの意義やその援助のあり方を検討した。

　その結果、保育者は製作コーナーの壁側から各拠点での幼児の遊びの状態を見取っていること、さ

らにその見取りによって援助のタイミングを計っていることが考えられた。また、仲間と共有されつ

つあった遊びの目的やイメージが不確かになった時に、保育者の目的やイメージを改めて確認するよ

うな言葉がけによって、幼児達は志向する遊びの目的やイメージを確認しており、そのことによっ

て、作り見立てによる継続した活動が展開され、仲間との目的志向的な遊びに向けた遊びに発展して

いくことが考えられたのである。

キーワード：製作コーナー　４歳児保育　同調的な遊び　目的志向的な遊び

１．はじめに

　本研究の対象となる認定こども園A幼稚園４歳児クラスでは、製作コーナーを基盤にした遊び保育

を実践している。保育室には製作コーナー、積み木コーナー、ままごとコーナーを常設し、担任保育

者は登園後の遊びの時間（１時間半～２時間程）にはなるべく製作コーナーの壁側に座り、クラスの

幼児達の遊びの動機や観察学習の対象となるような作業（遊び）モデルを提示している。あわせて、

その場から製作コーナーや他の場にいるクラスの幼児全体を見取り、必要な際にその場に行って援助
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をおこなっている１）。

　これまでに取り組んできた２歳児クラスおよび３歳児クラスでの実践研究２）３）では、製作コーナー

での保育者の作業（遊び）モデルによって、保育者と幼児との製作活動の作業（素材や道具を用いた

手の動き）による動作共有を伴う同調関係が築かれていくことが明らかになった。製作コーナーでの

この同調関係によって、クラスの幼児達、特に遊びや居場所が定まっていない幼児達が製作コーナー

を安定した居場所とすることが考えられた。さらに、この同調関係を基盤に、保育者と幼児、幼児同

士の間に “見る－見られる” 関係が築かれ、互いに学びあいながらさらに遊びを展開することが考え

られた。

　４歳児クラスの保育実践では、特に製作コーナーを基盤にした遊び保育によって、これまでに培っ

てきた同調関係、“見る－見られる” 関係をベースに仲間と遊びの目的を共有し、その目的を志向す

る遊びに徐々に発展させていくことを実践課題としている。そこで本研究では、４歳児クラスの保育

実践、特にその後半期の実践において、幼児達の遊びが仲間との同調的な遊びから目的志向的な遊び

に発展していくための援助のあり方について、製作コーナーを基盤とした遊び保育の実践およびその

記録を通して検討したいと考える。

２．４歳児保育の遊びにおける仲間との目的志向的な遊びとその援助について

　無藤（2011）４）は、就学前３年間の幼児期の仲間関係において、「親密性」を育て、それをベースに

さらに「目的志向性」を育てることが、幼児教育の重要なポイントと論じている。また、４歳児の「目

的志向性」を伴うような遊びについて、以下のように述べている。

　　４歳後半になると、協同的関係が生まれてきます。つまり、一緒になって何か１つのことをやり

始めたり、目の前のことから思い付いて協力して進める。「何か一緒にやりたい」といった、共通

の願いが生まれる。そのように漠然としたものを「願い」と呼んでいるのですけれど、それが具体

的な、実現したい「目的」になっていく。何となくおうちを作りたいというのではなくて、３階

建てにして、いちばん上は寝室にしようとか、かなり具体的なものになっていく。そういう目的

になってくると、そのためには１階はこうしてここに階段にしようなど、全体像のイメージができ

て、そこから細かいことを考えていくということになります。

　ここで無藤は、４歳児の後半期には情緒的な側面の強い「親密性」による人間関係から、それを

ベースに「目的志向性」が育ち、それを伴った人間関係にすすんでいくと説いている。つまり、４歳

児保育においては、一緒にいることで心地よい、楽しいといった「親密性」による関係、すなわち場

やコト（身体の動き）を共有するような仲間との同調的な遊びから、仲間と先の見通しを共有するよ

うな目的志向的な遊びへと徐々に発展させていくことが大きな実践課題と捉えることができる。

　友定（2012）５）においても、現行の幼稚園教育要領において、その領域「人間関係」のねらいに「身

近な人と親しみ、かかわりを深め」ることが示され、「協同して遊ぶ」ことが新たな内容として加え

られたことを鑑み、幼児期に協同して遊ぶ経験を、「共通の目的を見いだし、工夫したり協力したり
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などして協同して遊ぶ経験の中で、幼児は人とかかわる力を深めていくだけではなく、後に集団で学

び合う関係の形成につながる基礎部分を体験している」と位置づけている。さらに、幼児期に目的

を共有し、協同して遊ぶことが、その後の集団での学び合い、小学校教育での学びの基盤となると

し、その重要性を論じている。一方で、４歳児クラスの幼児達が協同して遊ぶことの難しさについ

て、「年少児や年中児では、年長児のような共通の目的を共有することはまだまだ難しい。（中略）活

動に必要となることがらに持続的に向かったり、自分のやりたいことを我慢したりするなど、自律的

になっていくことは難しい」と論じている。確かに、４歳児クラスの幼児が仲間と遊びの目的や先の

見通しを共有し、それに向かって遊びを持続的に展開することは困難なことが考えられる。しかしな

がら、５歳児クラスでの豊かな協同的な遊びの実践につなげていくためにも、特に４歳児の後半期に

は、徐々に仲間との同調的な遊びから目的志向的な遊びへと展開していくことは必要なことであろ

う。このような目的志向的な遊びへの発展に導くためにも４歳児保育における保育者の援助方法を構

築していくことが重要な課題と考える。

　中坪・岡花・古賀（2010）６）の実践研究においても、幼児達が遊びの目的を共有するような「協同遊び」

を「コミュニケーションの促進や人間関係の形成に寄与するとともに、共通の目的を達成するための

話し合い、協力、自己主張、葛藤、妥協（折り合い）、試行錯誤、工夫など様々な能力を必要とする」

遊びと捉え、「協同遊び」を発展させることが保育者の援助行為における専門性として重要な役割と

位置づける。さらに、４歳児保育（11月～12月）のビデオ記録、その場面に対する保育者の語りの分

析から、４歳児の「協同遊び」に対する保育者の実践的思考について以下のように論じている。

　　４歳児の協同遊びに関して保育者は、【遊びの偶然性】に着目していた。４歳児の場合、協同遊

びが発展せずに収束したり、持続しなかったりすることも多くある。保育者は、それを失敗と捉え

るのではなく、明日の保育の【布石】として捉えることで、その中で多様な可能性を見出していた。

そこには【遊びの偶然性】としての協同遊びの発展だけではない、先の見通した保育への思考を見

出すことができる。

　この研究からも、４歳児保育において、保育者は仲間との目的を共有し展開するような目的志向的

な遊び（「協同遊び」）を保育のねらいとして持ちながらも、その時々の幼児の姿（個々のイメージや

志向、偶然的におこった事柄等）を状況に応じて優先し、意図していた仲間との目的志向的な遊びへ

の発展に向けた援助に固執していないことが理解できる。一方で、４歳児保育においては、保育者が

仲間との目的志向的な遊びに向けて先々を見通しながら構想し援助していくことの必要性も考えられ

るのである。

　その意味では、４歳児保育の遊び場面では保育者がそれぞれの遊びの状況を把握し、その後の展開

を構想するためにも、なるべくクラスの幼児全体を継続的に見取り、個々や群れでの遊びの状態を見

取ることのできる状況性をまずは構築することが必要と考える。さらに、見取った遊びの状態によっ

ては、適時に目的志向的な遊びへと展開できるような直接的な援助が必要と考える。クラス全体への

見取りと適時に必要とされる機会での直接的な援助、この両面の援助行為を同時的に可能にするのが

製作コーナーを基盤とした遊び保育であると考える。なぜならば、製作コーナーを基盤にした遊び保
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育では、幼児それぞれが選択する場やモノを用いて遊ぶことが保障されており、そのような多様な遊

びの状況においても保育者が製作コーナーの壁側からクラスの幼児全体を継続的に見取ることを可能

にしているからである。さらに、製作コーナーからの見取りは、少し引いた場から冷静に見取ること

ができるので、遊びの状態の診断による適時な援助を可能とすることが考えられるのである。

３．認定こども園A幼稚園の４歳児保育における製作コーナーとその実践

（１）４歳児クラスの概要と保育環境としての製作コーナー
　対象となる認定こども園A幼稚園４歳児クラス（担任保育者１名、幼児29名）では、保育室に製作

コーナーが常設され、その他にも、ままごとコーナー、積み木コーナーが常設されている。本クラス

の担任保育者は、登園後の遊びの時間に、製作コーナーの壁側の場所をベースにして、その場になる

べく座り、幼児を引きつけ、遊びの動機となるような作業（遊び）モデルを提示している。クラスの

幼児にとっても、この場に担任保育者がいることで、保育室のどの場にいても、担任保育者が見えや

すい状況となっている。こうして保育者と幼児達との間に、互いに “見る－見られる” 関係が築かれ

ることで、幼児は、製作コーナーを中心に、保育室内に安定した居場所をもちやすくなる。また、４

歳児クラスの実践の最中では積み木コーナー、ままごとコーナー、広場（自由に使えるスペース）に

仲間と遊びの拠点をつくり、その場で継続して遊びを展開する幼児達も見られる。保育者は、このよ

うに製作コーナー以外の場にいる幼児や居場所の安定しない幼児に対しても製作コーナーからクラス

の幼児全体を見取り、必要な際に援助をおこなうようにしている。

（２）観察および記録の方法
　認定こども園４歳児クラスにおいて、登園後から10時45分頃までの遊びの時間に、担任保育者を主

に、クラスの幼児の観察をおこなった。観察では、観察者がビデオカメラを持ち、製作コーナーを

中心に、なるべく保育室全体が視野に入るよう撮影した。その音声については、ワイヤレスマイク

（SONY製ECM-HW2）を、担任保育者の腕に装着し、担任保育者とその周辺の幼児の言葉を撮影し

た動画記録に収録した。さらに、観察（ビデオ記録）の１～２週間後に、担任保育者、４歳児の主任

保育者、主任保育者、副園長、観察者が、記録したビデオを約30分間視聴した。その後、担任保育者

からこの日までや、記録された場面での幼児の見取り、援助の意図等について、聞き取りをおこなっ

た。また、参加者全員で幼児の見取りや今後の実践について、話し合いをおこなった。なお、観察対

象の概要は以下のとおりである。

　○対象園：栃木県S市認定こども園A幼稚園

　○対象クラス：４歳児クラスC組（担任保育者１名、幼児29名）

　※2012年７月から2013年３月までに、対象となる４歳児クラスでの観察を月に１回のペースで計８

回おこなった。
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（３）ビデオ記録にワイヤレスマイク付きビデオを用いることについて
　本実践研究では、そのビデオ記録の音声を収録するにあたって、新たにワイヤレスマイク（SONY

製ECM-HW2）を用いることにした。このワイヤレスマイクとは、そのレシーバーをビデオカメラに

装着できる機器である。ワイヤレスマイクから収録される音声をビデオカメラで収録される動画と同

期して記録することが可能である。このようなワイヤレスマイク付きビデオカメラを本実践研究にお

いて用いることになった経緯は以下のとおりである。

　これまでの２歳児クラスや３歳児クラスでの実践研究においてもその記録方法として、ビデオカメ

ラを用い、担任保育者を中心になるべくクラスの幼児全体が視野に入るよう撮影した。このような撮

影・記録方法では、遊び場面において、保育者と幼児、幼児同士の言葉のやりとり（音声）がビデオ

カメラのマイクと距離があるため収録しづらいことが多かった。よって、これまでの実践研究では、

保育者のモデル性や、見取りと援助のタイミングとの関係を中心に分析をおこなってきた。しかし、

４歳児クラスでの実践研究では、遊びの発展を促す保育者の援助には、保育者の言葉による援助やそ

の応答も重要な要因となることが予測された。よって、これまでのビデオカメラによる記録方法では

大きな課題があった。

　その一方で、ビデオカメラで鮮明な音声を収録するためにはある程度その対象（保育者とその近く

にいる幼児）に近づいて撮影する方法が考えられる。このような保育者とある特定の幼児との関係を

記録し検討する研究手法について岩田（2011）７）は、「フィールドとしての保育現場は、集団としての

現象であり、（中略）フィールド（現場）という以上、状況性から個人に関心を特化することは恣意

的にはできないはずである」と指摘する。さらに小川（2013）８）においても、保育の中での遊びを理

解するための記録の条件の一つとして、「保育者の位置や動きは、幼児の動きとともに援助行為に入

る入らないにかかわらず、フィールドワークにおける観察対象となる。なぜなら、遊び場のフィール

ド内在者としての『保育者』は、幼児全員との関係性の中に包摂されているからである」と論じてい

る。このようなこともからも保育の場での幼児個々の言動は、保育者を含む（保育者の意図も含む）

集団のあり様から何らかの影響を受けていることが考えられる。よって、集団保育を対象とする実践

研究では、ある個や群れの姿、

それに対する援助のあり方を検

討するにしても、あわせて保育

者を含むクラス集団を記録する

ことが必要と考える。

　これらのことから４歳児保育

を対象とした本実践研究では、

そのビデオ記録に、クラスの幼

児全体を離れた場から俯瞰して

撮影することと、保育者および

その周辺の幼児の言葉のやりと

り（音声）をより鮮明に収録す

ることが可能なワイヤレスマイ 図１：本実践研究のビデオ記録におけるある場面でのビデオの視野

製作
コーナー

T

ままごとコーナー

カーペット

テー
ブル

ピ
ア
ノ

低い棚

プラフォーミング（積み木）

Ｖ

Ｘ

Ｎ

Ｃ

Ｊ

Ｐ

Ｋ Ｆ

Ｉ

Ａ

ロ Ｍ

コマ
台

L

B

流し台

イ

記

143



ライフデザイン学研究　第10号　（2014）

ク付きビデオを用いることにした。このことによって保育者が離れた場所（製作コーナーなど）から

各コーナーの幼児達をどのように見て（俯瞰し）、その上で、どのようなタイミングで個々の幼児や

群れにかかわったかを記録することが可能となった。さらに、保育室全体をなるべくビデオの視野に

入れた撮影、つまり距離のある場所からの撮影でも、保育者の言葉がけやその応答を音声を含めて記

録することが可能となった。合わせて、その際に周辺にいる幼児達の姿を同時に記録することが可能

となったのである。

（４）記録と考察
１）記録
　本稿では、2013年３月７日（木）のままごとコーナーおよび製作コーナーでの幼児の遊びと担任保

育者の援助についての観察記録を中心に検討をおこなう。本記録を検討の対象としたのは、まずは、

認定こども園A幼稚園４歳児クラスの教育課程において、２・３月（Ⅵ期）の保育内容（育ちの詳細）

の一つに「少し先を見通しながら目的を持った活動を友達と行うようになり、仲間の存在がますます

重要になる」ことがあり、この時期の実践においても、仲間との目的志向的な遊びに向けた保育（援

助）が展開されると考えられる。さらにこの時期は、製作コーナーでの幼児達の作業（遊び）が安定

してきていることから、担任保育者が製作コーナー以外の場にいる幼児達に対し、仲間との遊びが展

開できるよう必要な際に援助をおこなう姿が多く見られるようになってくると考えたからである。

２）2013年３月までの観察で見られた製作コーナーおよびその他の場での保育者の援助について
　2012年７月、９月の登園後の遊び時間の観察では、４歳児クラスの幼児達の一部は、固定化されつ

つある仲間とままごとコーナーや積み木コーナー等で集い、それぞれが同じように料理を作るふりを

したり、大型積み木で作った飛行機等に乗って遊ぶなど、場や動きを共有して同調的に遊ぶ姿がみら

れた。ただし、それぞれの集団がそれらの遊びを自ら活発に展開させるような姿は少なかった。一方

で、この時点では、遊びが定まらず、仲間との遊びを展開できない幼児もクラスに複数いた。このよ

うな状況に対し、担任保育者は、製作コーナーに座り、手の動きをともなう作業モデルの提示を重点

的におこなっていた。これによって未だ不安定であった幼児達が、担任保育者と動作を共有すること

で、安定して遊びを継続する姿があった。このことについて、聞き取りのなかで担任保育者は、各

コーナーで遊ぶ幼児にかかわって援助することも必要だが、まずは未だ不安定な幼児達が、製作コー

ナーでの同調的な作業によって、安定した居場所をもてるようにすることを重視していると述べている。

　2012年10月以降の観察では、先の不安定だった幼児達も、製作コーナーで保育者の作業モデルをま

ねておこなう姿もあったが、自身のイメージを様々な素材や道具を用いて具体化（製作）し、幼児同

士で同調して遊ぶ姿もみられた。幼児達は、自ら製作コーナーでの遊びを展開できるようになってき

ている。ここでの担任保育者は、製作コーナーを離れることが以前より多くなり、各コーナーの幼児

達に対し、遊びの志向に添いながら、発展を促すような援助をおこなっている。製作コーナーに戻っ

てきた際にも、各コーナーの遊びで必要とされるモノを製作する姿があった。これについて、担任保

育者は、製作コーナーの幼児達が自ら製作（遊び）に取り組めるようになってきたことで、製作コー

ナーをベースにしながら、各コーナーの幼児達を見取り、さらにその遊びにかかわり、援助すること
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がより可能になってきていると述べている。小川（2010）９）においても、保育者が製作コーナーでモ

デルをやめるタイミングは、幼児のつくる活動が活性化されることであり、そのことと保育者の各

コーナーの遊びに対する診断と参加へのタイミングは、密接に関連していると論じている。

＜表１＞　記録①－１：2013年３月７日（木）　９：28～９：33 

９：28

９：31

　Ⓣ、〔積み木コーナー〕で、男児達の輪っか転がし（台）の援助をしている。
　〔ままごとコーナー〕で、《P男》《V男》《N男》、綿（シャリに見立ている）をちぎるなどして、お寿司や
さんの準備をしている。《P男》、材料を〔製作コーナー〕に取りに行き、戻ってお寿司を作る。《V男》も〔製
作コーナー〕に行き、棚から材料を探し始める。《P男》、皿の上にお寿司（綿の上に切った色画用紙が載っ
ている）を載せる。さらに、棚の上に３つつなげたティッシュ箱（回転寿司のレーン）を置き、その上にお
寿司を２皿載せる。《I男》、コマを持って、〔ままごとコーナー〕の前に来て、《P男》達の様子を見ている。
　〔積み木コーナー〕のⓉ、立ち上がり、出入り口の方へ向かう。その途中で〔ままごとコーナー〕の幼児達
に「わぁー、すごい、並んできた、
お寿司が」と声をかける。①　Ⓣ、
登園してきた幼児達に「おはよう」
と声をかける。
　《V男》、〔ままごとコーナー〕に
戻ってくる。《P男》、《N男》と《V男》
に声をかける。《P男》、《N男》、《V
男》、お寿司やさんの準備作業をそれ
ぞれにおこなう。
　Ⓣ、ボール紙と空き箱を持って、
製作コーナーに戻り、座る。Ⓣ、紙
を折りながら、《J子》と話をする。
Ⓣ、 作 業 を し な が ら、〔 製 作 コ ー
ナー〕から、〔ままごとコーナー〕の
様子を見ている。
　〔ままごとコーナー〕の《N男》が
棚の前にイスを並べ始める。

　〔製作コーナー〕のⓉ、作業をしながら、〔積み木コーナー〕、〔ままごとコーナー〕等の幼児達の様子を見
ている。時々、近くの〔積み木コーナー〕で輪っか転がしをしている幼児達に声をかける。
　〔ままごとコーナー〕の様子を見ていた２組（隣のクラス）の《イ子》が《N男》が並べたイスに座る。そ
れに気づいた《P男》が、棚の上で、お寿司の載ったレーン（つなげたティッシュ箱）を動かす。それを見
た《V男》が綿を持って近づき、《P男》に話しかける。《V男》、手に持った綿を頭に当て、頭を洗うふりを
する。《V男》、テーブルのところに
戻り、また、頭を洗うふりをする。

《P男》、《N男》、その様子を見て、指
を指しながら何か話す。《P男》、棚の
前に戻り、レーンをまた動かす。《イ
子》、レーンが前にくると、お寿司の
皿を１枚取る。《イ子》、お寿司を食
べるふりをする。《P男》、それを見な
がら、レーンを動かす。《N男》、《P
男》の横に来て、《P男》がレーンが
動かすのをうれしそうに見ている。
　《V男》、綿を頭の上に載せている。
それを見て、《I男》が同じように頭
の上に綿を載せ、お互いに見合って
いる。〔製作コーナー〕から〔ままご
とコーナー〕の様子を見ていたⓉ、
作業をやめて立ち上がり、〔ままごと
コーナー〕へ行く。
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＜表２＞　記録①－２：2013年３月７日（木）　９：33～９：43

９：33

９：37

９：40

　Ⓣ、〔ままごとコーナー〕に向かう途中、〔積み木コーナー〕の幼児達に、「わぁー、いいコースができてき
たなー」と話しかける。Ⓣ、〔ままごとコーナー〕に着くと、綿を頭に載せたり、体をこすっている《V男》
と《I男》に「ねぇ、ねぇ、それご飯でしょ。ご飯をなんで頭に載せたり、体をこすったりしてるの。そんな
ので食べたくないんですけど。」と言う。《V男》と《I男》、戸惑っている。②　Ⓣ、〔ままごとコーナー〕の
テーブルに座ると、《P男》がふり返り、Ⓣに「お客さんが来た、見て―」とうれしそうに言う。Ⓣ、「わぁー、
ほんとだ―」と応える。《P男》、また、お寿司のレーンを動かし始める。《V男》、それを見て、《P男》と一緒
にレーンを動かす。
　Ⓣ、テーブルの上に散らばった綿をボールに入れながら、「ご飯がいっぱい散らばっていますけど」と言
う。③　さらにⓉ、「私、マグロがいいなー、マグロ」
と独り言のように言う。④　Ⓣの様子を見ていた《I
男》がボールから綿を取り出す。Ⓣ、《I男》に「マグ
ロとカッパ巻き、ありますか」と言う。⑤　《I男》、《P
男》達が動かしているレーンのお寿司を見に行く。
　Ⓣ、カーペットの上に散らばっている食器を棚に入
れ、整理したり、入口に散らばっている靴を並べ直
し⑥ながら、「カッパ巻きはありませんか、カッパ巻
き」と言う。⑦　Ⓣ、靴が整理し終わると、《P男》達
を見て、〔ままごとコーナー〕を出て行く。Ⓣ、〔積み
木コーナー〕に行き、いざこざになっている幼児達の
話を聞く。
　〔ままごとコーナー〕の《V男》、綿をまるめ、それをを皿に載せ、レーンの上に置く。さらにまるめた綿
を《イ子》に渡す。《イ子》、受け取り、食べるふりをする。《P男》、立って見ていた《N男》に話をする。《N
男》、テーブルに座り、お寿司を作り始める。登園してきた《Y男》が〔ままごとコーナー〕に来て、《P男》
達の様子を見ている。《P男》、お寿司のレーンを動かす。棚の端まで来ると、レーンがバランスを崩し落ち
てしまう。《P男》、落ちて散らばったお寿司と皿を拾
う。《V男》と《I男》、その様子を見ている。《イ子》、
立ち上がり、保育室を出て行く。
　Ⓣ、〔積み木コーナー〕で、いざこざのあった幼児
達の話を聞き終えると、〔製作コーナー〕に戻り、色
画用紙で花を作っている。《X子》の前に材料をだし、
テラスへ出て行く。
　Ⓣ、向こう側のテラスで縄跳びをしている幼児達

（《G子》《H子》《β子》と他クラスの女児）の所へ行
き、様子を見たり、話しかけたりする。さらにⓉ、そ
こから少し離れたところでⓉと幼児達の様子を見てい
た《R子》に気づき、近づいて話しかける。
　Ⓣ、《R子》と昨日していた遊び（製作）の話をしながら、保育室に戻ってくる。Ⓣ、〔製作コーナー〕横
のロッカー上に置いてある《R子》の製作物を取り、一緒に〔製作コーナー〕に座る。Ⓣ、保育室内で遊ん
でいる幼児達の様子を一通り確認すると、色画用紙ではりせん状の花を作り始める。Ⓣ、作業をしながら、

〔積み木コーナー〕の輪っか転がしを見て、「すごーい」と言う。Ⓣが花を作っていると、《Y男》が〔製作コー
ナー〕に来て、Ⓣの様子を見ている。Ⓣ、「今度は緑にしよう」と言い、緑の色画用紙を取って、折り始める。

《Y男》、棚から緑の画用紙を取り出す。Ⓣ、《Y男》に「そこにイスを持ってきて・・・・」と言う。《Y男》、
イスを持って来て座る。
　〔ままごとコーナー〕では、《P男》が落ちていたお
寿司と皿を拾い、棚の上に並べ始める。《V男》《N男》

《I男》、遊び（作業）の具体的なイメージを持てない
のか、〔ままごとコーナー〕内でふらふらしている。
　テラスで縄跳びをしていた女児４名が保育室に入っ
てくる。〔製作コーナー〕で作業をしていたⓉ、それ
に気づき、女児達に「おかえりー」と声をかける。〔積
み木コーナー〕で、いざこざがおこり、Ⓣ、その様子
を見て、声をかける。さらに、Ⓣ、〔積み木コーナー〕
へ行き、幼児達の話を聞く。
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＜表３＞　記録①－３：2013年３月７日（木）　９：43～９：46

９：43

９：46

９：48

　Ⓣ、〔積み木コーナー〕で《K男》と《F男》
のいざこざの仲裁をしている。
　〔ままごとコーナー〕の《P男》、改めてお寿
司を作り、皿に載せている。《N男》、流し台
の棚から鍋を出している。《I男》、鍋に綿を入
れ、大きく振っている。《V男》、《I男》の様子
を見ている。（それぞれが自分の思うままに行
動している様子。）《P男》が、出来たお寿司の
皿を、棚のレーン上に並べ始める。それを見
た《V男》、《P男》の作っていたお寿司をレー
ンに並べ始める。
　〔積み木コーナー〕では、幼児それぞれの言
い分がエスカレートしてきたが、Ⓣは、それ
をなだめながら、聴き入れいている。幼児達
が少しずつ落ち着いて来る。Ⓣ、立ち上がり、

〔製作コーナー〕に戻る。

　Ⓣ、〔製作コーナー〕に座り、色画用紙を折り始める。
　〔ままごとコーナー〕に《U男》が来て、イスに座る。それに気づいた《P男》、《U男》の前でお寿司のレー
ンを動かし始める。その様子を《N男》が見ている。《P男》、〔ままごとコーナー〕のテーブルに行き、お寿
司を盛んに作り始める。それを見て、《V男》も作り始める。《U男》、〔ままごとコーナー〕から離れる。
　〔積み木コーナー〕で《K男》と《F男》の
いざこざが再度始まる。Ⓣ、作業をしながら、
その様子を見ている。
　《P男》、レーンに載ったお寿司を綺麗に並べ
直す。さらに、〔ままごとコーナー〕の周りに
あるイスを綺麗に並べ直す。《P男》、並べ終
えると、レーンの前に戻り、Ⓣの方向を見て、
レーンを指さしながら、「○○先生、見てー」
と大声で叫ぶ。Ⓣ、作業をしながら、《P男》
の方を見て、「すごーい」と応える。すると、

《N男》がお寿司のレーンを指さして、「こんな
にいっぱい作りました。」と大声で叫ぶ。Ⓣ、

《N男》を見て、うなづく。⑧《P男》と《N男》、
テーブルで改めてお寿司を作り始める。

　〔製作コーナー〕のⓉ、はりせん状に折った色画用紙をひもで縫い合わせ、花の形にしている。
　〔ままごとコーナー〕の《P男》、棚から皿を数枚とり出して並べ、さらにお寿司作りをする。《P男》、Ⓣの
方を見る。そして、お寿司のレーンを動かしながら、Ⓣの方をちらちら見る。そして、「○○先生、・・・・」
と叫ぶ。それに続いて、《I男》がⓉの方に向かって何か叫ぶ。Ⓣ、《P男》と《I男》の方を見て、ほほ笑
む。⑨

　〔積み木コーナー〕で《K男》と《F男》の
いざこざが再度始まる。Ⓣ、立ち上がり、〔積
み木コーナー〕へ行って、２人と話す。
　〔ままごとコーナー〕にいた《I男》、そこか
ら出て、中央をふらふら歩きまわる。《P男》
は、牛乳パックに入れていたちぎった綿を
レーン上のお皿それぞれに置き始める。
　〔積み木コーナー〕では、Ⓣと男児達がい
ざこざ後の話し合いから、新たに輪っか転が
しの台を作ることが提案される。Ⓣ、話し合
いがまとまってきたことを確認すると、コマ
台の周りにちらばっていたコマや紐を整理し、
その後〔ままごとコーナー〕へ向かう。
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＜表４＞　記録①－４：2013年３月７日（木）　９：52～10：00

９：52

９：56

　Ⓣ、〔ままごとコーナー〕へ行くと、その入口にあるマットと靴を整理し⑩ながら、レーンに載っているお
寿司を見て、「わぁー、おいしそう」と言う。⑪　《P男》、うれしそうにレーンのお寿司を見ている。Ⓣ、《P
男》に「回転します？」と尋ねる。《P男》、「かいてん？」と言う。Ⓣ、《P男》に近づき、レーンを指さしな
がら、「これが回転するんですか？」と尋ねる。《P男》、うなづく。⑫　Ⓣ、紫のネタが載ったお寿司を指さ
して、「この紫は？」と尋ねる。《P男》、「ナス」と応える。Ⓣ、「ナス・・、ナスですかー、おいしそうー」
と言う。⑬　Ⓣ、〔ままご
とコーナー〕の様子を少
し見て、〔製作コーナー〕
に戻る。
　Ⓣ、〔製作コーナー〕に
座ると、作業を始める。
　〔ままごとコーナー〕の

《P男 》 と《V男 》、 ま た
お寿司を作り始める。《N
男》、〔ままごとコーナー〕
を出て、〔製作コーナー〕
に行く。〔製作コーナー〕
に座ると、黄色の色画用
紙を切り、お寿司のネタ
を作り始める。切り終え
るとそれを重ねて持ち、

〔ままごとコーナー〕へ
戻っていく。

　〔ままごとコーナー〕では、テーブルで《P男》と《V男》がお寿司のネタ（赤や黄色）を数枚お皿に入れ
ている。〔製作コーナー〕から戻ってきた《N男》、作ったネタ（色画用紙）を手に持って、後ろから、《P男》
と《V男》の様子を見ている。《N男》、レーンに近づき、その上に載ったお寿司を見て、自分の作ったネタを
確認している。《N男》、レーンを動かす。保育室に戻ってきた《Y男》が〔ままごとコーナー〕に入ってくる。

《P男》と《V男》の作業を見ている。
　〔製作コーナー〕のⓉ、作業をしながら〔積み木コーナー〕で新たに輪っか転がしの台が積み上がっている
様子を見ている。Ⓣ、立
ちあがり、入口付近に置
いてあった段ボールを切
る。切り終えると、それ
を〔積み木コーナー〕の《A
男》に持っていき、渡す。
　〔ままごとコーナー〕の

《P男》、Ⓣに「○○先生、
見てー」と大声で言う。
Ⓣ、お寿司が並んだレー
ンを見て、驚いた身ぶり
をしながら、「おいしそ
う、いつオープンかな～」
と言う。Ⓣ、〔ままごと
コーナー〕の様子を少し
見て、〔製作コーナー〕に
戻る。戻りながら「いつ
オープンかな～」と独り
言のように言う。⑭
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＜表５＞　記録①－６：2013年３月７日（木）　10：00～10：06

10：00

10：02

　Ⓣ、〔製作コーナー〕に戻り、座ると、はりせん状の花作りを改めて始める。
　〔ままごとコーナー〕の《P男》、綿をフライパンにいれ、料理のふりを始める。《V男》、お寿司作りをして
いる。〔ままごとコーナー〕の前に、新たな輪っか転がしの台が出来始める。《V男》、それが気になり、近く
へ見に行く。《P男》も、〔ままごとコーナー〕から、その様子を見ている。《N男》、〔ままごとコーナー〕か
ら出て行き、コマ台でコマを回し始める。《P男》と《V男》、テーブルに戻り、作業を再開する。
　Ⓣ、作業をやめ、立ち上がり、輪っか転がし台の所へ行く。《K男》から、作業の見通しを聴く。〔ままご
とコーナー〕にいた《Y男》がⓉのところへ来て、「□□時にできるんだって」と言う。Ⓣ、「わかりました。
楽しみにしています。」と
応 え る。 す る と、 す ぐ
に《P男》もⓉのところ
にやってきて、「○○先
生、長い針が１のところ
で・・・・」と言う。Ⓣ、

「わかりました。楽しみ
にしています。」と応え
る。⑮　《P男》が〔まま
ごとコーナー〕に戻ると、

《H子》が《P男》のとこ
ろへやってくる。《P男》、

《H子》に「長い針が１に
なってからです」と言う。

《H子》、時計を見て、〔ま
まごとコーナー〕の様子
をじっと見ている。Ⓣ、

〔製作コーナー〕に戻り、
座る。
　〔製作コーナー〕のⓉ、色画用紙で花作りを改めて始める。10時の園バスで登園してきた幼児達が保育室に
入ってくる。Ⓣ、入って来た幼児達にそれぞれ「おはよう」と声をかける。《Q男》が、保育室に入ってくる
と、カバンを床に置き、Ⓣの所にかけよってくる。Ⓣ、《Q男》に「おはようございます」と言う。《Q男》が
上着を脱いで、床に置こうとしたので、Ⓣ、ロッカーの方を指さして、「向こうに置いてきまーす」と言う。

《K男》が「だめだって」と嫌がるので、Ⓣ、《K男》を抱っこしてロッカーへ向かう。Ⓣ、《K男》と上着や
連絡帳の整理をする。
　〔ままごとコーナー〕か
ら そ の 様 子 を 見 て い た

《P男》がⓉの所にやっ
て来て、Ⓣに「１になっ
たよ、１になったから始
まったー」と言う。Ⓣ、
「おっ、始まった～？」と
応える。⑯　《P男》、〔ま
まごとコーナー〕へ戻っ
ていく。Ⓣ、登園してき
た 他 の 幼 児 達 へ の 対 応
をする。Ⓣ、〔製作コー
ナー〕に戻り、座ると、

〔ままごとコーナー〕の《P
男》の方に向かって、「先
生、銀行に行ってお金を
降ろしてから行きます。
高そうだから、お金を降
ろしてから行きまーす。」
と大きな声で言う。⑰
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＜表６＞　記録①－７：2013年３月７日（木）　10：06～10：10

10：06

10：09

　〔製作コーナー〕のⓉ、色画用紙の花作りをしながら、同じように花作りをしている女児達の援助をしている。
　〔ままごとコーナー〕では、棚の前に《S男》、《O男》、《H男》、《N男》が集まってきて、《P男》が動かす
お寿司のレーンをじっと見ている。《N男》がレーンを指さして、《S男》、《O男》、《H男》に何か話している。
話終わると、《N男》、《O男》、《H男》、コマ台に行き、コマを回し始める。コマ台から、《R子》が《P男》の
所に来て、お寿司のレーンをじっとみている。
　〔積み木コーナー〕
で、《A男》と《Z男》
のいざこざが始まる。
Ⓣ、立ち上がり、〔積
み木コーナー〕へ行っ
て、２人から話を聞
く。《A男》と《Z男》
が落ち着き、新しい
輪っか転がしのレー
ン（ダンボール）作
り が 始 ま る。 Ⓣ、 そ
の様子をじっと見て
いる。〔ままごとコー
ナ ー〕 か ら、《P男 》
が「○○先生、ここ△
△寿司、○○先生、こ
こ△△寿司」と叫ぶ。
Ⓣ、振り向いてうなづ
く。⑱ Ⓣ、〔製作コー
ナー〕に戻る。

　Ⓣ、〔製作コーナー〕に戻り、花作りを再開する。〔製作コーナー〕の女児達もⓉと同じ花作りをしている。
Ⓣ、女児達と話をしながら、作業をすすめている。
　〔ままごとコーナー〕では、《P男》がレーンと棚の上のお寿司を並べ直している。《V男》と《Y男》、〔ま
まごとコーナー〕の中で、ふらふら歩き始める。　
　〔積み木コーナー〕
のⓉ、〔ままごとコー
ナー〕を見てから立
ち上がり、〔ままごと
コーナー〕へ向かう。

〔ままごとコーナー〕
に行くと、レーンの前
に立っている《P男》
に、「こんにちは、も
う開店していますか」
と 言 う。《P男 》、「は
―い」と応える。後
ろにいた《V男》もす
ぐにレーンの前に来
て、「はーい」と言う。
Ⓣ、「座る場所、どこ
でもいいですか」と尋
ねる。《P男》、うなづ
く。Ⓣ、レーンの前の
イスに座る。⑲
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　� 高橋：製作コーナーを基盤にした４歳児保育の意義とその実践

＜表７＞　記録①－８：2013年10月12日（木）　10：12～10：18

10：12

10：15

　Ⓣがイスに座ると、《V男》がⓉに「バニラアイスも、赤ちゃんのヨーグルトもあります」と言う。Ⓣ、「大
好きなマグロはありますか」と言う。⑳　《P男》、レーンに載ったお寿司（マグロ）を指さす。Ⓣ、「あったー」
と言う。さらにⓉ、「醤油か何かありますか」と尋ねる。《V男》、テーブルからカップを取り、「はい、醤油
です」と応える。（21）　〔製作コーナー〕の《Q男》がⓉが作っていた花を持ってⓉの所へ来る。Ⓣ、花を受け
取り、イスに座るようすすめる。《Q男》、イスに座る。近くで見ていた《M子》がお寿司やさんのイスに座る。
Ⓣ、「次は、タマゴにしよっ」と言うと、《Q男》が「アイス！」と言う。Ⓣ、「えっ、アイスはデザートがい
いなー」と応える。（22）　《P男》がレーンを指さして「タマゴあるよ」と言う。Ⓣ、「よっし、これにしよう」
と言って、レーンからお寿司（タマゴ）を取る。《P男》レーンを動かす。Ⓣ、「わぁー、お寿司が回転して
いるよ」と言う。さらに、「ナスがまだ来ないかな～」と言う（23）と、近くで見ていた《K男》が、「ナス、こ
れだよ、ナス、これだよ」と言って、
指をさす。
　《Q男》が、レーンのお寿司を全部
取り出す。Ⓣ、「こんなに取って食べ
きれるの」と尋ねる。《Q男》、うなづ
く。Ⓣ、「いただきまーす」と言って、
お寿司を食べるふりをする。《P男》と

《V男》、じっとその様子を見ている。
Ⓣ、「このマグロ、新鮮、おいしいー」
と言う。さらに、食べながら「釣れ
たてですか、採れたてですか、おいし
いー」と言う。（24）　《Q男》が、食べ
るふりをしながら、どんどんお寿司を
床に落とし始める。Ⓣ、それを見て、
「ゆっくり食べてくださいよ、ゆっく
り～」と言う。《Q男》、お寿司と落と
し続けるのを見て、《P男》と《V男》、
茫然と見ている。
　《V男》がⓉに、「これ特別サービスです。」と言ってカップ（アイス？）を渡す。Ⓣ、「ありがとう」と応え、
さらに「あのー、注文してもいいですか」と尋ねる。《V男》、「はい」と応える。Ⓣ、「カッパ巻きください。」
と言う。（25）　続いて《Q男》が「ぼくもカッパ巻―」と言い、食べるふりをしながら、お寿司を床に落とし
ている。《V男》、茫然として見ている。Ⓣ、《Q男》に「大切に使って」と言う。《P男》がⓉに元気よく「カッ
パ巻？」と尋ねる。Ⓣ、「そう、カッパ巻き」と応える。《P男》、反対側の棚に行って、カッパ巻を作り始め
る。《Q男》、「○○君（自分の名前）もカッパ巻、いっぱい」と大きな声で言う。《P男》、「はい、わかりまし
た。」と応え、緑の色画用紙を取り出して、作り始める。近くで見ていた《Z男》が「いれてー」と言って、〔ま
まごとコーナー〕に入ってくる。《P男》、Ⓣに近づき、顔を見あわせる。Ⓣ、「カッパ巻きとナス」と言う。
それを聞いて、《Z男》が「ナスはありません」と言う。Ⓣ、「えー」と応える。すると、《P男》がふり返り、「ナ
ス、あるよー」と言う。
　《P男》が緑の画用紙を筒状に丸めたものを皿に載せ、Ⓣの前に「カッパ巻」と言って置く。Ⓣ、それを
持って、「中身がないんですけど、ご
飯が」「これじゃあ、お客さんが怒っ
ちゃいますよー」と言う。《P男》、少
し照れ笑いをしながら、Ⓣからカッ
パ巻のお皿を受け取る。《P男》、奥に
行って、改めて作り始める。《P男》、
改めてカッパ巻を作って（先ほどの筒
に綿を入れている）、Ⓣに持ってくる。
Ⓣ、「わぁー、カッパ巻ができたー」
と言って受け取る。（26）　
　保育室の外にいた《K男》が、Ⓣの
所に来て、話をする。Ⓣ、「わかった」
と言って、《K男》と一緒に、いざこ
ざのあった《F男》のところへ行く。
Ⓣ、《F男》の話を聞く。

Ｍ

製作
コーナー

ままごとコーナー

カーペット

テー
ブル

記

ピ
ア
ノ

低い棚

プラフォーミング（積み木）

Ｖ
Ｎ

Ｊ

Ｐ

Ｋ

Ｆ
Ｉ

Ａ

コマ
台

L

流し台

Ｙ

Ｒ

Ｈ

G

W β

Ｏ

Ｓ

Ｑ

Ｒ

γ

δ

Ｄ

T

Ｍ

Ｑ

Ｋ

製作
コーナー

ままごとコーナー

カーペット

テー
ブル

記

ピ
ア
ノ

低い棚

プラフォーミング（積み木）

Ｖ

Ｎ

Ｃ

Ｊ

Ｐ

Ｆ

Ｉ
Ａ

コマ
台

L

流し台

Ｙ

Ｒ

Ｈ

G

W β

Ｏ
Ｓ

Ｚ

Ｒ

γ

δ

Ｄ
T

Ｍ

Ｑ

Ｚ

151



ライフデザイン学研究　第10号　（2014）

◆３月７日の実践に対する聞き取り記録より（３月18日）　～ままごとコーナーの遊びに対する見取
りと援助について～

観察者：ままごとコーナーでのお寿司やさんごっこについてですが。
担任保育者：《P男》と《V男》が引き続きやっていて、最初は紙でご飯を表現していたのだが、それだとご

飯に見え難かった。ペタペタ何重にもテープを貼っていたりしていることもあった。作り難さというの
もあったので、綿や紙粘土をちょっとずつ出していったら、それをシャリに見立てるようになり、握り
やすくなったみたいです。

観：ネタの種類もいくつかありましたね。
保：エビとか、イクラとか、タマゴ、マグロなどもあった。
観：今日は、10時過ぎくらまで、お客さんはほとんどいなかった。《P男》が中心になっておこなっていまし

たが。
保：《P男》が、この遊びを始めた頃は、お寿司やさんになって「何番の方どうぞ」と言って、作らずに、声

だけでおこなうことが多かったが、キッズフェスティバル（２月）後から、自分で作ることに向かえる
ようになってきている。ⓐ

観：これまでより、先生を呼ぶ回数も少なくなってきているのでは。作ることに集中できるようになってい
るのでは。

保：お寿司やさんが始まる（開店）と、お客さんがたくさん来るので、それまでにたくさんお寿司を増やし
て置いておこうとか、わさびを付けておこうとか、見えないところも自分達で考えて作っておこうとす
ることが少しずつできるようになってきた。ⓑ

観：先生もそんなにここには入らずにいた。
保：時計が分かってきて、「10時になってオープンです」とか言うようになり、それまで作り続けることが

多くなってきて、ここでは作っているので、そんなにかかわらなくても。ⓒ　ただ出来たらからお客さん
を呼びに行こうという姿はまだなくて、部屋の中で「オープンですよー」と言っているのが多いが、お
客さん（他児）が個々の遊びに向かっているとなかなか来なくて・・・・。

観：先生が、10時10分くらいにお寿司やさんに入ったタイミングやその意図は。
保：お客さん（他児）が来ないので、出来ているけれど手が余っていて、まだお客さん（他児）が来る気配

もなく、私が行くことで（他児も）来てくれるかなと思って。
観：そろそろ作るだけではなく、作ったモノを用いてイメージのやり取りをするような遊びに変わっていく

必要があるということですか。
保：そうですね。無いものに気づくとか、「何で食べるんですか」と言って。また、「お醤油はないんですか。」

とか言って。お客さんが来ることで、気づくこともあるので。ⓓ

観：自分の世界だけではなく、相手にどうするかとなると、必要なものは何かとか、遊びのイメージが湧い
てくいんですかね。

保：こちらが何か足りないのか、一言言ってあげると・・・・。まずは、お寿司を作ることがメインになって
いるので。ⓔ

観：お寿司のレーンも長くなってきていますが。
保：最初は、３箱だったのですが、今はその３箱に空き箱をつけたりしている。ままごとコーナーの棚のサ

イズくらいになっている。
観：たくさんのお寿司を並べられるようになっていますね。ただ、動かしづらくなってきていませんか。
保：その方が、ままごとコーナーの出入り口があるんですけど、それを越えて反対側の棚までレーンがいく

ようになってきている。落ちないように。この日（観察日）以降、そのように変化してきています。
観：お寿司がまわるようなイメージがより具体的になってきていますね。
保：はい。

３）考察（記録①より）
①製作コーナーからの見取りとままごとコーナーへのかかわりについて
　本記録において、担任保育者は、製作コーナーをベースに、そこで作業をしながら、各コーナーで

の幼児達の遊びの状態を見取り、必要な際にかかわり、援助をおこなっている。その中でもままごと

コーナーで主に３名の幼児達によって展開されたお寿司やさんごっこに対する見取り（遊びへの理解

や援助の構想）やかかわりについては、以下のことが考えられた。
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　まずは、仲間と遊びの目的（お寿司やさんを開く）を共有しつつある幼児達の一部が、この遊びの

イメージやその展開とは違う行動をしている（記録①－１、７の網掛け部分）と理解された際に、保

育者は製作コーナーから離れ、ままごとコーナーに行って幼児にかかわっている。本記録では、それ

までお寿司のシャリに見立てていた綿を頭や身体にあててこするような行動をした際に、保育者は遊

びの展開の中で綿がシャリに見立てられていたことを伝え、言葉がけによって見立ての確認（下線

②）をおこなっている。また、幼児達が作っていなかったお寿司のネタを提案するなど、この遊びを

改めてイメージさせる言葉がけをおこなっている（下線④⑤⑦）。さらに、その場にはいるが、歩き

まわるなど、遊びのイメージが散漫になっているような行動をしている際には、保育者がお客さんに

なることによって、その必要性から、幼児がこの遊びの展開に応じた行動をするようなかかわりをお

こなっている（下線⑲⑳）。一方で、保育者はままごとコーナーにかかわった際に、使われていない

食器を片づけたり、散らばっている靴を並べ直すなど（下線③⑥⑩）、環境の再構成をおこなってい

る。これも幼児達が遊びのイメージを継続できるような援助となっている。

　これらの援助に共通することは、このお寿司やさんごっこに参加している幼児達が遊びの目的やイ

メージを改めて皆で共有できるよう適時に働きかけていることである。このような援助の前提になる

のが、製作コーナーから、常にそれぞれの遊びの状態を見取っていることが考えられる。４歳児クラ

スの幼児は、遊びの中で、徐々に先の見通しやイメージを共有して遊びを展開していくようになる

が、時として、その見通しに向けた遊びを継続できなくなったり、イメージが散漫になってしまうこ

とがしばしば見受けられる。このような状況においては、新たな遊びの広がりや展開の可能性も考え

られるが、幼児達がそのイメージに添う遊びの展開や発展に戸惑っている状況があるとするならば、

幼児達のイメージに添った遊びの展開に必要な援助を保育者が構想し、実際のかかわりを通して援助

することが必要と考える。

②製作コーナー等（離れた場）からの援助について
　一方で、製作コーナーやその周辺にいた保育者に、ままごとコーナーでお寿司屋さんを展開する幼

児が声をかけてきても、それへの応答はあったが、ままごとコーナーに行ってかかわることをあえて

しない場面も多々あった（下線⑧⑨⑭⑮⑯⑰⑱）。これについては、ままごとコーナー以外の他児の

見取りや援助の必要があったことも考えられるが、ままごとコーナーの幼児達のお寿司やさんに向け

てお寿司を作ることが継続され、このごっこ遊びの展開に向けた準備がなされていると見取った上

で、見守っていたことが考えられる（波線ⓒ）。さらに、４歳児クラスの育ちとして、作る活動のな

かでで、自ら考えて作り出していける見通し（波線ⓐⓑ）やそのようになってほしいとの意図もあっ

たことが考えられる。４歳児クラスのごっこ遊びにおいて、その遊びに参加する幼児達が何らかのお

店を開くためにその商品（アクセサリー、ピザ、ラーメンなど）を素材を用いて何個も作り続ける場

面を見ることがあるが、この継続して作る活動は、幼児達がどこかの時点でお店を開店し、多くのお

客さんに応対することを見通しておこなっている活動と考えられる。つまり、この様な継続して展開

される作る活動は仲間との目的志向的な遊びの表れとなっているのである。

　実際の集団保育の遊び場面では、保育者は幼児から求められても、それに応じて直ぐにはかかわれ

ない状況はよくある。つまり、集団保育でのそれぞれの遊びへの援助には、保育者はその優先順位を
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見極めていくことが求められている。この状況でかかわることが必要かどうかの判断の根拠を導き出

すためにも、製作コーナーからそれぞれの遊び状況を冷静に見取ることが必要と考えるのである。

③仲間との遊びの継続、発展に必要な作り見立て
　仲間との遊び、特にごっこ遊びにおいて、それが目的志向的に継続、発展するために必要なことと

して、担任保育者は遊びに用いるモノを幼児が作ることに重点を置いていることが考えられる。観察

後の聞き取りにおいて、担任保育者は、幼児がごっこ遊びを継続できるようになった要因を、遊びの

目的やイメージを具体化する作る活動（作り見立て）を自ら取り組めるようになったことを上げてい

る（波線ⓐⓑ）。また保育者は、幼児が作って見立てたモノに対し、そのイメージに添ったかかわり

で受けとめている（下線①⑪⑫⑬（22）（23）（24））。その上で、新たなモノを幼児がイメージし作る

ことへと展開できるよう言葉がけをおこなっている（下線（21）（25）波線ⓓⓔ）。さらに、幼児が作っ

て見立てたモノに対し、それが丁寧に具体化（表現）されたモノになっていない場合は、作り直すこ

とをうながすこともあった（下線（23））。４歳児クラスの幼児にとって、仲間とのごっこ遊びが継続

し、その目的を達成するためには、ごっこ遊びに必要なモノを自ら作り出すことによってイメージを

共有するといったプロセスが重要と考えるのである。

４．おわりに

　現代の幼児達は、その日常生活において、異年齢集団のなかで遊び、そのことによって遊びの術を

身につける機会はほとんどなくなっている。よって、幼稚園や保育所での遊びにおいても、保育者の

援助なくして、特に仲間と目的を共有し、その目的を志向しながら遊びを展開することは非常に難し

くなっている。しかも、集団保育において、保育者の援助は、ある特定の個人や集団を対象におこな

われるものではない。保育者は、遊びの場面とは言え、原則としてクラス全体を視野に入れながら保

育を展開する必要がある。つまり、クラス全体を見ながらも、一方で個々の幼児や集団に、必要な際

に援助をすることが求められているのである。この集団保育の実践的課題はとても困難なことではあ

るが、その手立ての一つとして考えられるのが、製作コーナーを基盤にした遊び保育の実践と考えら

れる。

　本研究の対象となった４歳児クラスにおいても、不安定な状態にある幼児やなかなか仲間との遊び

を展開しきれない幼児集団の援助のほとんどを、一人の担任保育者が担ってきている。具体的な課題

も残されてはいるが、これらを両立できるのは、製作コーナーで複数の幼児に対応しながらも、その

場から、各コーナーの幼児達の遊び状況を見取ることで、より適時に援助することが可能だからであ

る。さらに、遊び場面において、クラスの幼児全体への見取りや援助が放棄されず、さらに個々への

対応に追われることもないのは、４歳児クラスの多くの幼児達が、個々の遊びにしても、仲間との遊

びにしても、自ら遊びを展開していくための作る活動を、製作コーナーにおいて身につけ、実践して

きているからでもある。その意味においても、製作コーナーおいて、保育者の作業モデルによって身

体的に同調し、さらに “見る－見られる” 関係での観察学習によって作る活動を身につけ、遊びを展

開できるようになることは、遊びを重視する保育の実践に必要なことと考えるのである。
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Meaning of Early Childhood Education and Care
to Have Thought Much of the Making Corner in the 4-Year-Old Class

―Guidance for Development of Purposeful Play from Sympathetic Play―

Kensuke Takahashi, Masaki Nakayama, Sachiko Nakada, Megumi Inokoshi

　The 4-year-old class is the object of this study, has been with the practice challenges that will continue to 

develop into a sympathetic play or purposeful play.�The meaning of making corner and the support for child 

about playtime reviewed by analyzing the observed document of the practice to have thought much of the 

making corner in the 4-year-old class. As a result, the teacher will understand the play status of each location in 

the making corner to understand considering the timing of guidance. When the purpose and images of children’s 

play has become ambiguous, the teacher talk about play purpose and play image, it was understood that it has 

been confirmed purpose and images of children’s play. By that, it was thought that the purposeful play with 

peers will continue to develop.

Keywords: making corner, practice of education and care in 4-year-old class, sympathetic play, purposeful play
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